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佳作

佳作

　私が二十歳で日本に実習に行くことを決めた理由は、
将来のためにたくさんの経験を積み、家族を支える力を
つけたいと思ったからです。特に、母がもう生活のため
に苦しい思いをしなくてもすむように、私が支えられる
ようになりたいと強く願っています。母の笑顔を見るた
び、自分も強くなりたいと心から思います。母が安心し
て暮らせる姿を想像すると、胸が熱くなります。
　私は兄と二人きょうだいです。三年前に高校を卒業し
ました。友だちのように大学に進学せず、私は日本語を
勉強する道を選びました。そして、日本で実習をして働
き、家族の生活を支えたいと考えたのです。働きながら
学ぶことの大変さを知っていますが、それ以上に得られ
る経験に期待しています。
　私たち家族はもともととてもあたたかい家庭でした。
いつもいっしょに食事をしたり、話す時間を大切にした
り、礼拝もいっしょにしていました。しかし、父は私た
ちを残して家を出て、新しい家庭を選びました。そのと
き、母は自分のふるさとの町に帰ることを決め、私と兄
を連れて家のすべてを持って戻ったのです。

　私はそのときまだ小さく、小学校二年生くらいでし
た。兄はすでに中学生で、引っ越しを前に泣いていまし
た。母が泣いているところを見たことはありませんでし
たが、心の中でどれほどつらかったかを感じていまし
た。大人になった今も、なぜあのとき状況が分からな
かったのか、なぜ父に怒れなかったのかと思うと、とて
も悔しい気持ちになります。
　引っ越しの後、私たちは新しい生活を始めました。新
しい学校に入り、新しい友だちと出会いました。それま
で私たちの生活を支えていたのは父でしたが、引っ越し
てからは母が一人で家族を支えなければなりませんでし
た。母は毎日三軒から四軒の家を掃除する仕事をして、
私たちを養っていたのです。本当は、母がこんなに辛い
思いをしてまで、私たちを育てる必要なんてなかったは
ずです。それでも母は弱音を一度も見せず、私たちを
守ってくれました。
もし父が私たちを置いていかなければ、母はこんなにも
苦労をしなくてもすんだのにと思っていました。
　こうした経験から、私は日本で実習をして働き、母が
苦しまなくてもよい生活をつくりたいと思いました。母
が欲しいものを何でも買ってあげられるように、お金を
ためたいと考えています。そして、母が年をとったとき
安心して幸せに暮らせるように支えたいのです。
　私の目標は、母がもう他人の家で働かなくてもよくな
ることです。母が一生苦しまなくてすむように、家族を
守る力をつけるために日本での実習に全力で取り組みた
いと思います。どうか神さまが、私が母を幸せにできる
よう、いつも見守ってくださいますように。
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母を幸せにしたいという願い

　日本語の勉強を始めてから、私はずっと自信が持てな
くて、毎日が不安でした。クラス授業で、先生の質問に
すぐ答える友達を見、私はいつも焦ってばかりいたので
す。「どして自分だけが遅いんだろう」と、一人でえ込
むこともありました。教科書を開くの嫌になるくらい、
自分の力のなさにがっかりしていた時期もありました。
　でも、そんな時に私は大切な言葉に出会いました。「花
にはそれぞれ咲く季節がある」という言葉です。桜のよ
うに春に咲く花もあれば、寒い冬に咲く梅もあります。
どの花自分の時期に咲くから美しいのだと教えてらった
のです。その言葉を聞いた瞬間、心がすっと軽くなった
のをはっきり覚ています。
　人間もきっと同じですよね。早く結果を出す人もいれ
ば、私のようにゆっくり実力をためていく人もいるはず
です。誰かのスピードと比べて悲しくなるよりも、今の
自分ができることを頑張ろうと決めました。
　今の私は、毎日寝る前に覚えたばかりの語で日記を書
くようにしています。たった一行ですが、昨日よりは確
かに前へ進んでいます。前は難しかった漢字が読めるよ

うになったり、聴解が少しわかるようになったりるたび
に、自分の中で小さな花が咲いたような気持ちになりま
す。焦っていた時は見えなかった足元の成長が、今はと
ても嬉しいです。
　たとえ今、すぐに結果が出なかったとしても、それは
絶対に失敗ではありません。土の中で根を伸ばしている
時間も、花を咲かせるためには欠かせないものだからで
す。コツコツと積み重ねた努力は、いつか必ず私を助け
てくれる糧になるはずです。誰かの咲かせ方を真似する
のではなく、自分だけのペースで、自分だけの色の花を
咲かせたい。そのためにも、焦らず笑顔で勉強を続けて
いこうと決めました。
　日本語の道はまだまだ長いけれど。私は私の咲かせ方
を信じています。この広い世界で、私というたった一つ
の存在がどんな花を咲かせるのか、私自身もとても楽し
みです。途中で雨が降ったり、風が吹いたりするかもし
れません。でも、それも全部私が強くなるための経験だ
と思っています。いつか、私の心の中に誰よりも綺麗な
花が咲く日まで、一歩ずつ大切に歩いていきたいです。
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私だけの花の咲かせ方




